
 私が日本に高校を作るとしたら、私は現在の日本に存在する伝統的な学校を作るだろ

う。世の中には、自由な校風を掲げ、私服を着たり、授業中にお菓子を食べたり、掃除

は専門の清掃員に任せたりする学校も存在する。そんな自由で気ままな学校生活は、一

見して魅力的に映るだろう。実際、多くの生徒がそんな学校に憧れを抱いているだろ

う。 

 しかし私は、日本の伝統的な教育の厳格さを尊重し、その価値を次世代に継承するこ

とが重要だと考えている。それは単なる規律やルールの押し付けではなく、歴史を通じ

て培われてきた日本人の美徳を育むための基盤であるからだ。 

 まず、授業中における私語や飲食の禁止。これらは形式的な規定ではなく、先生方や

友達に対する敬意を育てるためのものである。こうした環境の中で、自然と他者を尊重

する姿勢が身につく。 

 また、制服制度も重要である。制服は、経済的な格差を感じさせないように配慮され

ている。私服であれば、周囲と比較してしまうことがあるかもしれない。しかし、制服

はそうした不必要な比較を避け、すべての生徒が平等に教育を受けられる環境を整えて

いる。また、制服そのものが日本の文化や伝統を受け継ぐ象徴でもある。 

 さらに、給食を全員で準備し、「いただきます」と「ごちそうさま」を声に出して感

謝を示す。この一連の流れには、食事に関わる全ての人への感謝を忘れない心を育てる

という深い意味が込められてい。食後、自分たちで片付けることも、自己責任と協力の

精神を養う経験となっている。 

 そして、掃除を生徒が行うという習慣も、日本の学校教育が誇るべき特徴のひとつで

ある。使った場所を自分で綺麗にするという行為を通じて、環境への敬意や責任感が身

につく。これは、世界が認める日本人の精神性を象徴する行動である。例えば、サッカ

ーの試合後に日本のサポーターがスタジアムを清掃する姿が国際的に称賛されたことは

記憶に新しいだろう。 



 今の日本の学校は、単なる知識の場ではない。それは、未来の日本を支える人材を育

てるための大切な場であり、日本人としての基盤を築く場所となっている。私たちは、

日本という国の旗を背負い、その旗に恥じない行動をとる責任がある。学校生活を通じ

て、日本人としての習慣や価値観を無意識のうちに身につけていくことができるのだ。

だからこそ、私は今の日本にあるような高校を作りたいと考えている。 


